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二
〇
二
二
年
一
〇
月
三
〇
日

於
龍
泉
院

洞
山
良
价
禅
師
の
千
百
五
十
回
遠
忌
に
想
う

石

井

修

道

一

遠
忌

臨
済
義
玄
（
八
六
六
年
四
月
一
〇
日
寂
）
。
二
〇
一
六
年
一
一
五
〇
年
遠
諱
。

洞
山
良
价
（
八
六
九
年
三
月
八
日
寂
）
。
二
〇
一
九
年
一
一
五
〇
年
遠
忌
。

二

中
国
で
は
寺
に
宗
派
は
、
元
来
、
存
在
し
な
い
。
日
本
の
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
と
の
相
違
。

（
イ
）

十
方
住
持
制

禅
宗
寺
院
が
新
住
持
を
迎
え
る
際
に
、
そ
の
僧
の
法
系
や
門
派
を
問
う
こ
と
な
く
、
天
下
の
名
僧
を
自
由

に
招
聘
す
る
制
度
。=

一
流
相
承
制
。
（
禅
学
大
辞
典
）

（
ロ
）

祖
庭
＝

椎
名
宏
雄
著
『
洞
山
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一
二
頁
参
照
。

祖
師
の
住
す
る
庭
苑
。
現
在
、
中
国
で
は
洞
山
を
曹
洞
宗
の
祖
庭
と
言
っ
て
い
る
。

明
洁
（M

ing
Jie

）
「
祖
庭
烟
雨—

—

江
西
禅
宗
祖
庭
走
访
记
之
四·
洞
山
」
に
「
这
里
是
曹
洞
宗
开
宗

め
い
き
つ

祖
师
良
价
禅
师
的
驻
锡
之
地
、
是
闻
名
中
外
的
曹
洞
宗
祖
庭
。
」
（
『
禅
』
二
〇
一
三
年
度
第
六
期

）
な

ど
と
あ
る
。

（
ハ
）

洞
山
の
世
代
ー
余
靖
撰
『
筠
州
洞
山
普
利
禅
院
伝
法
記
』

一
世
良

价
（
曹
洞
・
嗣
曇
晟
）
ー
二
世
道

全(

曹
洞
・
嗣
良
价
）
ー
三
世
師

虔(
曹
洞
・
嗣
良
价
）
ー

八
〇
七
ー
八
六
九

？
－
八
九
四

？
ー
九
〇
四

四
世
道

延(

曹
洞
・
嗣
曹
山
本
寂
）
ー
五
世
恵

敏(

曹
洞
・
嗣
洞
山
道
延
）
ー
六
世

嗣

（
嗣
法
不
詳
）

？
－
九
二
二

？
－
九
四
八

？
ー
九
六
四

ー
七
世
文
坦
（
法
眼
・
報
慈
文
遂
又
は
報
慈
行
言
）
ー
八
世
清
稟(

雲
門
・
嗣
雲
門
文
偃)

ー
九
世
彦
聞

（
嗣
法
不
詳
）
ー
十
世
守
詮(

雪
峰
ー
保
福
系
・
嗣
帰
宗
道
詮)

ー
十
一
世
暁

聡(

雲
門
・
嗣
文
殊
応
真
）

義
ヵ

？
ー
一
〇
三
〇

ー
十
二
世
自

宝(

雲
門
・
嗣
五
祖
師
戒
）
ー
十
三
世
鑑
遷(

雲
門
・
嗣
洞
山
自
宝)

九
七
八
ー
一
〇
五
四

＊

五
家
を
分
類
し
た
と
さ
れ
る
法
眼
文
益
は
、
同
光
二
年
（
九
二
七
）
か
ら
天
成
三
年
（
九
二
八
）
の

頃
に
、
撫
州
曹
山
崇
寿
院
に
住
し
、
曹
山
本
寂
の
孫
の
恵
敏
は
、
順
義
二
年
（
九
二
二
）
か
ら
保
大
六
年

（
九
四
八
）
に
示
寂
す
る
ま
で
、
住
持
は
二
七
年
間
に
及
ぶ
。

（
ニ
）

太
白
山
天
童
景
徳
寺
ー
『
扶
桑
五
山
記
』
参
照

一
六
世
宏
智
正
覚
（
曹
洞
・
嗣
丹
霞
子
淳
）
ー
一
七
世
大
洪
法
為
（
曹
洞
・
嗣
宏
智
正
覚
）
ー
一
八
世

一
〇
九
一
ー
一
一
五
七

大
休
宗
珏
（
曹
洞
・
嗣
真
歇
清
了
）
ー
一
九
世
応
庵
曇
華
（
虎
丘
派
・
嗣
虎
丘
紹
隆
）
ー
二
〇
世
慈
航
了

一
〇
九
一
ー
一
一
六
二

一
一
〇
三
ー
一
一
六
三

朴
（
黄
龍
派
・
嗣
無
示
介
湛
）
ー
二
一
世
密
庵
咸
傑
（
虎
丘
派
・
嗣
応
庵
曇
華
）
ー
二
二
世
雪
庵
従
瑾

一
一
一
八
ー
一
一
八
六

一
一
一
七
ー
一
二
〇
〇

（
黄
龍
派
・
嗣
心
聞
曇
賁
）
ー
二
三
世
虚
庵
懐
敞
（
黄
龍
派
・
嗣
雪
庵
従
瑾
）
ー
二
四
世
節
（
嗣
法
不

詳
）
ー
二
五
世
無
用
浄
全
（
大
慧
派
・
嗣
大
慧
宗
杲
）
ー
二
六
世
息
庵
達
観
（
楊
岐
派
・
嗣
水
庵
師
一
）

一
一
三
七
ー
一
二
〇
七

一
一
三
八
ー
一
二
一
二

ー
二
七
世
浙
翁
如
琰
（
大
慧
派
・
嗣
仏
照
徳
光
）
ー
二
八
世
痴
鈍
智
頴
（
楊
岐
派
・
嗣
或
庵
師
体
）
ー
二

一
一
五
一
ー
一
二
二
五
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九
世
海
門
師
斉
（
大
慧
派
・
嗣
仏
性
徳
光
）
ー
三
〇
世
無
際
了
派
（
大
慧
派
・
嗣
仏
性
徳
光
）
ー
三
一
世

一
一
四
九
ー
一
二
二
四

長
翁
如
浄
（
曹
洞
・
足
庵
智
鑑
）
ー
三
二
世
枯
禅
自
鏡
（
虎
丘
派
・
嗣
密
庵
咸
傑
）

一
一
六
二
ー
一
二
二
七

（
ホ
）

「
曹
洞
」
の
呼
称
。
『
祖
庭
事
苑
』
四
冊
「
曹
山
」
（
『
五
山
版
禅
籍
』
三
一
三
六
七
頁
）

曹
山
は
即
ち
洞
山
の
嗣
子
な
り
。
今
、
洞
曹
（D

o
n
g
c
a
o

）
と
言
わ
ず
、
曹
洞(

C
a
o
d
o
n
g
)

と
言
う
は
、

亦
た
猶
お
慧
遠
は
即
ち
慧
持
の
的
兄
な
れ
ど
も
、
但
だ
持
遠(

C
h
i
y
u
a
n
)

と
言
い
て
遠
持(

Y
u
a
n
c
h
i
)

と

た

言
わ
ざ
る
が
ご
と
し
。
蓋
し
語
便
に
由
り
て
它
無
し
。
叢
林
、
或
は
曹
を
指
し
て
曹
溪
と
為
す
。
蓋
し
世

た

せ

裔
来
歴
の
遠
近
を
知
ら
ず
、
妄
り
に
自
ら
牽
合
す
。
迺
ち
知
る
者
の
聴
を
絶
つ
。
（
＊
石
橋
正
二
郎
の

え
い

み
だ

け
ん
ご
う

す
な
わ

創
業
会
社
を
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
い
う
が
ご
と
し
＝
語
呂
が
よ
い
）

三

注
目
さ
れ
な
か
っ
た
石
頭
禅
＝
圭
峰
宗
密
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
場
合
（
『
石
頭
』
、
臨
川
書

店
、
二
〇
一
三
年
に
よ
る
）

青
原
行
思
ー
石
頭
希
遷
ー
薬
山
惟
儼
ー
雲
巌
曇
晟
ー
洞
山
良
价
ー
雲
居
道
膺
￤
天
童
如
浄
ー
永
平
道
元

六
七
三
ー
七
四
一

七
〇
〇
ー
七
九
一

七
四
四
ー
八
二
七

七
八
〇
ー
八
四
一

八
〇
七
ー
八
六
九

八
二
七
ー
九
〇
二

一
一
六
二
ー
一
二
二
七

一
二
〇
〇
ー
一
二
五
三

ー
曹
山
本
寂

八
四
〇
ー
九
〇
一

ー
道
吾
円
智
ー
石
霜
慶
諸

七
六
九
ー
八
三
五

八
〇
七
ー
八
八
八

ー
船
子
徳
誠
ー
夾
山
善
会

八
〇
五
ー
八
八
一

（
イ
）

こ
の
著
は
宗
密
の
『
起
信
論
』
に
よ
る
頓
悟
漸
修
論
及
び
教
禅
一
致
思
想
を
主
張
し
た
も
の
で
、

そ
の
後
の
禅
宗
史
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
作
品
で
あ
る
。
中
で
も
教
の
三
教
（
密
意
依
性
説
相
教
＝

法
相
宗
・
密
意
破
相
顕
性
教
＝
三
論
宗
・
顕
示
真
心
即
性
教
＝
華
厳
宗
）
と
禅
の
三
宗
（
息
妄
修
心
宗
＝

北
宗
・
泯
絶
無
寄
宗
＝
牛
頭
宗
・
直
顕
心
性
宗
＝
南
宗
）
を
そ
れ
ぞ
れ
に
相
対
さ
せ
、
「
全
収
全
揀
」

（
す
べ
て
を
批
判
し
た
上
で
、
す
べ
て
を
収
め
る
こ
と
）
の
論
理
を
展
開
し
て
教
禅
一
致
を
主
張
し
た
。

（
ロ
）
（
泯
絶
無
寄
宗
＝
牛
頭
宗
と
は
）
た
と
い
涅
槃
よ
り
勝
れ
た
一
法
が
有
っ
た
と
し
て
も
、
わ
た
し

は
そ
れ
も
ま
た
夢
幻
の
よ
う
だ
と
説
く
。
執
わ
れ
る
べ
き
法
も
無
く
、
成
る
べ
き
仏
も
無
く
、
あ
ら
ゆ
る

作
ら
れ
た
も
の
は
皆
な
迷
妄
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
了
達
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
来
無
事
で
あ

っ
て
、
心
は
何
も
の
に
も
依
拠
す
る
こ
と
が
無
い
。
か
く
し
て
始
め
て
顛
倒
を
免
れ
、
解
脱
と
名
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
石
頭
（
希
遷
）
や
牛
頭
（
法
融
）
の
下
の
径
山
（
道
欽
）
に
至
る
ま
で
、
皆

な
こ
の
原
理
を
示
し
、
心
の

行

を
こ
れ
（
空
・
無
）
と
相
応
さ
せ
、
意
識
感
情
が
一
法
の
上
に
も
停
滞
せ

は
た
ら
き

ぬ
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
日
が
立
っ
て
く
る
と
そ
の
功
果
が
獲
得
さ
れ
、
煩
悩
と
薫
習
が

自
然
と
亡
く
な
り
、
そ
う
な
れ
ば
、
怨
・
親
や
苦
・
楽
に
お
い
て
一
切
無
礙
と
な
る
の
で
る
。

（
ハ
）
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
三
「
曹
山
本
寂
伝
」

咸
通
（
八
六
〇
～
八
七
四
）
の
初
め
、
禅
宗
興
盛
し
、
風
は
大
潙
よ
り
起
こ
る
。
石
頭
・
薬
山
の
如
き
に

至
り
て
は
、
其
の
名
寝
頓
す
。
会
た
ま
洞
山
、
物
を
憫
れ
み
、
其
の
石
頭
を
高
く
す
。
往
来
請
益
し
て
、

た
ま

も
つ

学
ぶ
こ
と
洙
泗
に
同
じ
く
す
。
寂
、
衆
に
処
す
る
こ
と
愚
の
如
く
、
言
を
発
す
る
こ
と
訥
の
若
し
。(

大
正

蔵
巻
五
〇
ー
七
八
六
ｂ
）
。
寝
頓
は
や
む
、
と
ま
る
の
意
。
洙
泗
は
孔
子
の
学
の
こ
と
。
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四

『
洞
山
語
録
』
は
唐
宋
元
代
に
は
編
集
さ
れ
な
か
っ
た
。
故
に
『
祖
堂
集
』
（
九
五
二
年
成
立
）
が

最
も
重
視
さ
れ
る
。

『
洞
山
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

洞
山
の
語
録
は
、
唐
代
に
編
集
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
￤
明
代
末
期
の
崇
禎
三
年
」
（
一
六
三
〇
）

に
語
風
円
信
な
ど
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
五
家
語
録
』
の
中
に
、
洞
山
の
語
録
は
初
め
て
ま
と
ま

っ
て
編
入
し
、
ま
も
な
く
編
集
さ
れ
た
。
￤
（
江
戸
時
代
中
期
の
宜
黙
玄
契
が
）
新
た
に
『
洞
山
悟

本
禅
師
語
録
』
を
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
編
集
し
二
年
後
に
刊
行
し
た
。
￤
ま
た
、
こ
の
玄
契

本
を
指
月
慧
印
が
改
編
し
、
さ
き
の
「
五
家
語
録
」
中
の
曹
山
語
録
と
を
合
わ
せ
て
宝
暦
一
一
年

（
一
七
六
一
）
に
『
曹
洞
二
師
録
』
と
し
て
刊
行
し
た
。
（
同
、
二
七
七
～
二
七
八
頁
）

五

洞
山
良
价
の
前
史
で
の
注
目
す
べ
き
話
＝
夾
山
善
会
の
誕
生
秘
話
＝
『
祖
堂
集
』
巻
五
の
「
華
亭

（
船
子
）
徳
誠
章
」

華
亭
（
＝
船
子
徳
誠
）
和
尚
は
薬
山
に
嗣
法
し
、
蘇
州
で
活
躍
し
た
。
師
の
諱
は
徳
誠
と
い
い
、
俗
姓

は
判
ら
な
い
し
、
そ
の
生
涯
も
よ
く
判
ら
な
い
。
華
亭
は
、
昔
、
雲
巌
と
道
吾
と
共
に
、
三
人
み
な
薬
山

の
奥
旨
を
う
け
た
。
薬
山
が
示
寂
し
て
後
に
、
三
人
は
合
議
し
た
、
「
わ
ず
か
の
食
料
と
備
品
を
も
っ
て
、

澧
水
の
上
流
の
山
奥
深
い
人
煙
を
絶
つ
処
に
隠
れ
て
、
世
を
捨
て
て
道
を
養
っ
て
一
生
を
過
ご
そ
う
で
は

れ
い
す
い

な
い
か
」
。
三
人
の
合
議
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
夜
明
け
を
待
っ
て
出
発
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

三
人
の
中
で
は
、
華
亭
が
長
兄
で
、
道
吾
が
末
弟
で
あ
っ
た
。
真
夜
中
に
な
っ
て
、
道
吾
は
威
儀
を
と

と
の
え
て
二
人
の
師
兄
に
申
し
上
げ
た
、
「
さ
き
ほ
ど
か
ら
合
議
し
た
も
の
は
、
わ
た
く
し
ら
三
人
に
お

い
て
は
、
ま
こ
と
に
本
志
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
石
頭
の
法
系
を
埋
没
す
る
こ
と
に
な
り
ま
せ

ん
か
？
（
然
莫
埋
没
石
頭
宗
枝
也
無
）
」

華
亭
、
「
ど
う
し
て
埋
没
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
？
」

道
吾
、
「
二
人
の
師
兄
と
わ
た
く
し
の
三
人
が
、
山
奥
深
い
人
煙
を
絶
つ
処
に
隠
れ
て
、
世
を
捨
て
て

道
を
養
っ
て
一
生
を
過
ご
す
こ
と
は
、
ど
う
し
て
こ
れ
が
埋
没
で
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
？
（
両

箇
師
兄
与
某
甲
三
人
、
隠
於
深
邃
絶
人
烟
処
、
避
世
養
道
過
生
、
豈
不
是
埋
没
）
」

華
亭
、
「
師
弟
よ
、
な
ん
だ
、
そ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
山
に
入
る
に
及
ば

な
い
。
各
自
で
別
れ
て
行
こ
う
。
と
こ
ろ
で
、
師
弟
に
一
つ
た
の
み
が
あ
る
。
わ
た
し
は
、
み
な
と
別
れ

き

み

て
後
に
は
、
蘇
州
の
華
亭
県
に
行
っ
て
、
小
船
を
求
め
て
水
上
で
気
ま
ま
な
生
活
を
す
る
つ
も
り
だ
。
そ

の
う
ち
に
、
も
し
霊
利
の
者
が
み
つ
か
っ
た
ら
、
わ
た
し
の
処
に
よ
こ
し
て
く
れ
な
い
か
」
。

道
吾
、
「
師
兄
の
ご
希
望
の
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
。

こ
れ
に
よ
っ
て
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
別
れ
て
出
発
し
た
。
（
『
石
頭
』
二
一
八
頁
）

六

洞
山
良
价
の
師
の
雲
巌
曇
晟
の
未
悟
の
問
題
＝
『
祖
堂
集
』
巻
一
六
「
南
泉
普
願
章
」

道
吾
は
思
っ
た
、
「
雲
巌
さ
ん
は
こ
こ
（
南
泉
）
で
は
な
く
薬
山
と
縁
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」
。
そ

こ
で
雲
巌
と
薬
山
に
引
き
返
し
た
。
薬
山
、
「
君
は
ど
こ
に
行
っ
て
い
た
か
？
」
雲
巌
、
「
今
回
は
南
泉
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に
行
っ
て
き
ま
し
た
」
。
薬
山
、
「
南
泉
は
近
頃
、
ど
ん
な
て
だ
て
で
修
行
者
に
教
え
て
い
る
か
？
」
雲

巌
は
先
の
こ
と
を
報
告
し
た
。
薬
山
、
「
君
は
さ
て
、
南
泉
の
か
ん
ど
こ
ろ
を
体
得
し
た
か
？
」
雲
巌
、

「
わ
た
し
は
南
泉
に
居
ま
し
た
が
、
南
泉
の
か
ん
ど
こ
ろ
を
つ
か
め
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
わ
ざ
わ
ざ
帰

っ
て
来
ま
し
た
」
。
薬
山
は
そ
れ
を
聞
い
て
大
笑
し
た
。

雲
巌
は
そ
こ
で
問
う
た
、
「
畜
生
道
を
行
ず
る
（
異
類
中
行
）
と
は
何
で
す
か
？
」
薬
山
、
「
わ
し
は

今
日
、
へ
と
へ
と
だ
。
君
は
ま
あ
、
下
が
っ
て
、
別
の
時
に
来
な
さ
い
」
。
雲
巌
、
「
わ
た
し
は
、
わ
ざ

わ
ざ
、
こ
の
事
の
た
め
に
帰
っ
て
来
た
の
で
す
、
ど
う
か
和
尚
さ
ま
、
お
慈
悲
を
も
っ
て
お
教
え
下
さ

ヽ

ヽ

ヽ

い
」
。
薬
山
、
「
君
は
ま
あ
、
行
き
な
さ
い
。
老
僧
は
今
日
、
体
が
痛
む
、
別
の
時
に
も
う
一
度
い
ら
っ

わ

し

し
ゃ
い
」
。
雲
巌
は
お
拝
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
出
て
行
っ
た
。
道
吾
は
方
丈
の
間
の
外
で
立
ち
な
が
ら

聴
い
て
、
雲
巌
が
何
も
つ
か
め
な
い
の
を
知
っ
て
、
覚
わ
ず
舌
を
咬
ん
で
血
を
出
し
た
（
聞
他
不
領
覧
、

不
覚
知
咬
舌
得
血
）
。
そ
の
後
に
雲
巌
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
問
う
た
、
「
雲
巌
さ
ん
が
薬
山
和
尚
の
と
こ

ろ
で
問
う
た
話
に
、
薬
山
和
尚
は
何
と
言
わ
れ
ま
し
た
か
？
」
雲
巌
、
「
和
尚
は
全
く
わ
た
し
の
為
に
は

説
い
て
く
れ
ま
せ
ん
（
和
尚
並
不
為
某
甲
説
）
」
。

道
吾
は
そ
の
当
時
、
う
な
だ
れ
て
声
も
出
な
か
っ
た
（
道
吾
当
時
低
頭
不
作
声
）
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
雲
巌
山
と
道
吾
山
に
別
々
に
住
持
し
た
。

道
吾
が
遷
化
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
洞
山
良
价
と
神
山
僧
密
師
伯
が
来
た
の
に
出
会
っ
た
。
道
吾
は
密

師
伯
に
説
き
明
か
し
た
、
「
雲
巌
は
あ
の
大
事
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
だ
（
雲
巌
不
知
有
這
一
則

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

事
）
。
わ
た
し
が
あ
の
薬
山
に
居
た
当
時
、
雲
巌
に
説
い
て
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
だ
（
我
当
初
在

薬
山
時
、
悔
不
向
他
説
）
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
薬
山
の
法
嗣
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
（
雖
然
如
此
、

不
違
於
薬
山
之
子
）
」
。
道
吾
は
更
に
密
師
伯
の
為
に
子
細
に
あ
の
大
事
を
説
き
明
か
し
た
。
（
『
石

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

頭
』
二
一
五
頁
）

七

洞
山
良
价
の
幼
児
の
村
院
の
頃
と
『
般
若
心
経
』

良
价
は
俗
姓
を
兪
氏
と
い
い
、
会
稽
（
浙
江
省
）
の
人
で
あ
る
。
七
歳
で
村
院
の
師
に
従
い
、
『
般
若

ゆ

心
経
』
の
「
無
根
塵
（
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
・
無
色
声
香
味
触
法
）
」
の
義
を
そ
の
師
に
問
い
質
し
た
と
こ

ろ
、
質
問
の
深
さ
に
師
は
驚
い
て
、
こ
の
子
は
と
て
も
自
分
で
は
教
化
で
き
な
い
と
判
断
し
、
五
洩
山
の

ご
せ
つ
ざ
ん

霊
黙
（
七
四
七
―
八
一
八
。
嗣
馬
祖
道
一
）
に
指
導
を
依
頼
し
た
と
い
う
。
（
『
伝
燈
録
』
巻
一
五
「
洞

れ
い
も
く

山
良
价
章
」
）

八

無
情
説
法
の
疑
問
＝
『
正
法
眼
蔵
無
情
説
法
』

高
祖
洞
山
悟
本
大
師
、
曩
祖
雲
巌
大
和
尚
に
参
じ
て
問
う
て
云
く
、
「
無
情
説
法
は
什
麼
人
か
聞
く
こ

の

う

そ

と
を
得
る
」
。
雲
巌
曩
祖
曰
く
、
「
無
情
説
法
は
、
無
情
聞
く
こ
と
を
得
」
。
高
祖
曰
く
、
「
和
尚
聞
く

う

や
」
。
曩
祖
曰
く
、
「
我
れ
若
し
聞
か
ば
、
汝
即
ち
吾
が
説
法
を
聞
く
こ
と
を
得
じ
」
。
高
祖
曰
く
、

え

「
若
し
恁
麼
な
ら
ば
、
即
ち
某
甲
、
和
尚
の
説
法
を
聞
か
じ
」
。
曩
祖
曰
く
、
「
我
が
説
す
ら
汝
尚
お
聞

そ
れ
が
し

な

か
ず
、
何
に
況
ん
や
無
情
の
説
法
を
や
」
。
高
祖
乃
ち
偈
を
述
し
て
曩
祖
に
呈
し
て
曰
く
、

い
か

い
わ

也
た

太

だ
奇
な
り
、
也
た
太
だ
奇
な
り
、
無
情
説
法
不
思
議
な
り
。

ま

は
な
は

き
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若
し
耳
を
将
て
聴
け
ば
終
に
会
し
難
し
、
眼
処
に
声
を
聞
い
て
方
め
て
知
る
こ
と
を
得
。
（
岩
波
文
庫

も

も

つ
い

は
じ

う

本
三
―
六
一
～
二
頁
。
出
典
は
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
一
四
八
則
＝
『
伝
燈
録
』
巻
一
五
「
洞
山
良
价

章
」
）

し
る
べ
し
、
無
情
説
法
は
、
仏
祖
の
総
章
こ
れ
な
り
。
臨
済
徳
山
の
と
も
が
ら
し
る
べ
か
ら
ず
、
ひ
と
り

仏
祖
な
る
の
み
参
究
す
。
（
同
七
三
頁
）

九

母
か
ら
の
手
紙
（
嬢
回
書
）
（
洞
山
の
母
へ
の
二
書
と
共
に
全
文
は
、
『
洞
山
』
二
〇
頁
参
照
）

わ
た
く
し
は
、
あ
な
た
と
不
思
議
な
因
縁
で
、
親
子
の
愛
情
に
結
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
身
籠

も
っ
て
か
ら
は
神
仏
に
祈
っ
て
、
男
の
子
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
願
い
ま
し
た
。
月
満
ち
て
、
ほ
そ
い
糸
で

結
ば
れ
た
よ
う
な
生
命
が
、
無
事
に
誕
生
し
た
の
で
す
。
願
い
か
な
っ
た
わ
た
く
し
は
、
あ
な
た
を
珠
宝

の
よ
う
に
大
切
に
か
わ
い
が
り
ま
し
た
。
糞
穢
だ
っ
て
臭
い
と
想
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
お
乳
も

う

ん

こ

十
分
に
与
え
ま
し
た
。
少
し
大
き
く
な
る
と
、
学
校
へ
も
通
わ
せ
ま
し
た
。
あ
る
時
は
、
遅
く
な
っ
て
も

家
に
戻
ら
な
い
夜
は
、
い
ま
か
い
ま
か
と
門
に
よ
り
か
か
っ
て
帰
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
手

紙
で
は
、
強
い
出
家
の
決
意
と
の
こ
と
で
す
が
、
お
父
さ
ま
も
亡
く
な
り
、
わ
た
く
し
も
年
を
と
り
、
兄

も
弟
も
冷
た
く
て
か
ま
っ
て
く
れ
ず
、
わ
た
く
し
は
何
を
頼
っ
て
生
き
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
あ

な
た
は
母
を
お
見
捨
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
母
は
あ
な
た
を
見
捨
て
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
が
わ
た
く
し
の
下
を
去
っ
て
か
ら
は
、
日
夜
い
つ
も
悲
し
み
の
涙
を
流
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
つ
ら

い
こ
と
で
す
。
今
、
故
郷
に
還
ら
な
い
と
心
に
決
め
た
以
上
、
あ
な
た
の
気
持
ち
に
従
う
外
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
く
し
は
、
あ
な
た
に
王
祥
が
体
温
で
氷
を
溶
か
し
て
鯉
魚
を
母
に
さ
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
丁
蘭
が
母

こ

い

と
想
っ
て
木
を
刻
ん
だ
よ
う
な
孝
行
は
求
め
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
も
っ
ぱ
ら
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
目

連
尊
者
の
ご
と
く
、
こ
の
わ
た
く
し
を
地
獄
の
苦
し
み
か
ら
脱
れ
さ
せ
て
永
遠
の
や
す
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る

の
が

よ
う
に
救
う
て
下
さ
れ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
神
仏
の
罰
が
あ
た
り
ま
す
よ
。
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と

身
体
に
刻
ん
で
お
ぼ
え
て
お
い
て
下
さ
い
。
（
『
中
国
禅
宗
史
話
』
三
五
三
～
四
頁
に
よ
る
）

十

洞
山
良
价
の
大
悟
（
雲
巌
曇
晟
の
臨
終
の
話
と
過
水
の
偈
）
＝
『
祖
堂
集
』
巻
五
「
雲
巌
曇
晟
章
」

（
『
洞
山
』
四
三
頁
参
照
）

雲
巌
が
遷
化
に
臨
ん
だ
時
に
、
洞
山
は
雲
巌
に
問
う
た
、
「
和
尚
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

後
に
、
あ
る
人
が
『
あ
な
た
は
師
の
肖
像
を
画
く
こ
と
が
で
き
た
か
（
還
邈
得
師
真
也
無
）
』
と
質
問
し

ま
し
た
ら
、
そ
の
人
に
ど
う
答
え
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
雲
巌
、
「
そ
の
者
に
『
こ
の
ほ
か
な
ら
ぬ

あ
り
の
ま
ま
の
男
が
そ
う
だ
（
只
這
箇
漢
是
）
』
と
答
え
よ
」
。
洞
山
は
黙
り
込
ん
だ
。
雲
巌
、
「
こ
の

一
句
は
、
生
半
可
に
呑
み
込
め
ぬ
、
千
度
生
ま
れ
か
わ
り
、
万
劫
の
時
を
経
て
、
や
っ
と
け
り
が
着
く
の

な
ま
は
ん
か

だ
。
闍
梨
が
チ
ラ
ッ
と
で
も
妄
念
を
起
こ
せ
ば
、
煩
悩
の
草
が
深
ぶ
か
と
一
丈
ほ
ど
と
な
る
、
ま
し
て
言

あ

な

た

葉
で
説
明
す
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
！
（
況
乃
有
言
）
」
雲
巌
は
洞
山
が
黙
り
込
ん
だ
の
を
見
て
、
ま
こ
と
の

意
を
も
ら
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
（
欲
得
説
破
衷
情
）
。
洞
山
、
「
師
に
申
し
上
げ
ま
す
、
も
ら
さ
な
い

で
下
さ
い
（
不
用
説
破
）
。
こ
の
身
の
つ
づ
く
限
り
、
こ
の
事
の
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
（
但
不
失
人
身
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

為
此
事
相
著
）
」
。



- 6 -

雲
巌
が
遷
化
さ
れ
て
か
ら
、
三
回
忌
（
大
祥
斎
）
を
す
ま
せ
て
、
神
山
僧
密
師
伯
と
一
緒
に
潙
山
へ
行

こ
う
と
し
た
。
ち
ょ
う
ど
潭
州
（
湖
南
省
長
沙
）
に
着
い
て
、
大
き
な
川
を
渡
ろ
う
と
し
て
、
密
師
伯
が

ま
ず
渡
っ
た
。
洞
山
が
こ
ち
ら
の
岸
を
離
れ
て
、
向
こ
う
の
岸
に
た
ど
り
着
く
前
に
（
洞
山
離
這
岸
、
未

到
彼
岸
時
）
、
水
に
映
っ
た
わ
が
姿
を
見
て
（
臨
水
覩
影
）
、
あ
の
問
題
を
大
悟
し
て
（
大
省
前
事
）
、

顔
色
を
変
え
て
、
大
声
で
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
と
笑
っ
た
。
密
師
伯
、
「
師
弟
、
ど
う
か
し
た
か
？
」
洞
山
、

「
師
兄
に
申
し
上
げ
ま
す
、
雲
巌
先
師
の
お
導
き
の

力

を
体
得
で
き
た
の
で
す
（
得
箇
先
師
従
容
之

お
か
げ

力
）
」
。
密
師
伯
、
「
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
言
語
表
現
が
あ
る
べ
き
だ
（
若
与
摩
、
須
得
有
語
）
」
。

洞
山
は
そ
こ
で
偈
を
つ
く
っ
た
。

対
象
の
外
（
彼
）
に
向
か
っ
て
覓
め
て
は
、
絶
対
な
ら
ぬ
、
は
る
か
に
自
己
と
疎
遠
と
な
る
ば

そ
と

か
り
だ
（
切
忌
随
他
覓
、
迢
迢
与
我
疎
）
。

わ
た
し
は
今
、
ひ
と
り
で
行
く
が
、
行
く
先
ざ
き
で
、
渠
に
逢
う
（
我
今
独
自
往
、
処
処
得
逢
渠
）
。

か
れ

渠
は
今
、
ま
さ
に
こ
の
わ
た
し
だ
、
わ
た
し
は
、
今
、
渠
で
は
な
い
（
渠
今
正
是
我
、
我
今
不
是

渠
）
。

こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
、
は
じ
め
て
で
き
る
、
如
如
の
世
界
と
ぴ
た
り
と
一
つ
に
な
る
こ
と
が
（
応

須
与
摩
会
、
方
得
契
如
如
）
。

後
に
あ
る
人
が
洞
山
に
問
う
た
、
「
雲
巌
が
『
こ
の
ほ
か
な
ら
ぬ
あ
り
の
ま
ま
の
男
が
そ
う
だ
』
と
言

わ
れ
た
、
そ
の
意
味
は
何
な
の
で
す
か
？
」
洞
山
、
「
わ
た
し
は
当
初
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
そ
の
ま
ま

肯
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
せ
ず
に
済
ん
だ
（
某
甲
当
初
洎
錯
承
当
）
」
。

ま
た
、
洞
山
に
問
う
た
、
「
雲
巌
が
『
こ
の
ほ
か
な
ら
ぬ
あ
り
の
ま
ま
の
男
が
そ
う
だ
』
と
言
わ
れ
た

の
は
、
あ
の
大
事
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
洞
山
、
「
先
師
が
も
し
あ
の
大
事
あ
る

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
（
先
師
若
不
知
有
）
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
言
え
た
は
ず
が
な
い
（
道
の
世

界
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
（
悟
っ
て
い
た
）
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
「
只
這
箇
漢
是
」
と
言
え
た
の

ヽ

ヽ

だ
）
（
又
争
解
与
麼
道
？
）
」
し
ば
ら
く
沈
黙
し
て
、
ま
た
言
っ
た
、
「
も
し
あ
の
大
事
あ
る
こ
と
を
知

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

っ
て
い
た
ら
（
若
知
有
事
）
、
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
（
道
の
世
界
に
と
ど
ま
っ
た
（
悟

っ
て
い
な
か
っ
た
）
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
く
れ
た
）
（
争
肯
与
麼
道
？
）
」
（
中
華
書
局
本

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

二
五
三
～
四
頁
）
。
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と
ば
』
二
〇
五
頁
（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

三
世
諸
仏
不
知
有
、
狸
奴
白
牯
却
知
有
。
三
世
諸
仏
は
〈
そ
れ
〉
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
猫
や
牛
の
方
が

知
っ
て
い
る
。
南
泉
普
願
の
有
名
な
テ
ー
ゼ
。
（
『
禅
語
辞
典
』
一
六
三
頁
。
）

十
一

『
祖
堂
集
』
巻
六
「
洞
山
良
价
章
」
＝
「
只
這
箇
漢
是
」
と
「
不
用
説
破
」
（
『
洞
山
』
一
九
七

～
二
〇
〇
頁
参
照
）

（
イ
）

あ
る
僧
が
洞
山
に
問
う
た
、
「
師
は
南
泉
に
師
事
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
雲
巌
の
為
に
斎
を
設
け
ら
れ

る
の
で
す
か
？
」
洞
山
、
「
わ
た
し
は
、
か
の
雲
巌
の
道
徳
を
重
ん
じ
な
い
し
、
ま
た
仏
法
と
も
想
わ
な

い
（
我
不
重
他
雲
巌
道
徳
、
亦
不
為
仏
法
）
。
雲
巌
が
わ
た
し
の
た
め
に
説
き
尽
く
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
重
ん
じ
て
い
る
だ
け
だ
（
只
重
他
不
為
我
説
破
）
。
」
（
同
二
九
六
頁
、
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
に

よ
る
）
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（
ロ
）

雲
巌
の
為
に
斎
を
設
け
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
僧
が
洞
山
に
問
う
た
、
「
和
尚
さ
ん
は
雲
巌
の
処
で
、

ど
ん
な
指
示
を
得
ま
し
た
か
？
」
洞
山
、
「
わ
た
し
は
雲
巌
の
下
に
居
た
け
れ
ど
も
、
雲
巌
の
指
示
は
受

け
な
か
っ
た
（
不
蒙
他
指
示
）
。
」
僧
曰
く
、
「
雲
巌
の
指
示
を
受
け
な
い
以
上
、
ま
た
斎
を
設
け
て
ど

う
す
る
の
で
す
か
？
」
洞
山
、
「
雲
巌
の
指
示
は
受
け
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
え
て
雲
巌
に
そ
む
き
も
し
な

い
（
亦
不
敢
辜
負
他
）
。
」
ま
た
別
に
斎
を
設
け
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
僧
が
洞
山
に
問
う
た
、
「
和
尚

さ
ん
は
雲
巌
の
た
め
に
斎
を
設
け
る
の
は
、
一
体
、
雲
巌
を
認
め
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
洞
山
、
「
半
分

は
認
め
、
半
分
は
認
め
な
い
（
半
肯
半
不
肯
）
。
」
僧
、
「
ど
う
し
て
全
部
認
め
な
い
の
で
す
か
？
」
洞

山
、
「
全
部
認
め
れ
ば
、
と
た
ん
に
雲
巌
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
（
若
全
肯
、
則
辜
負
先
師
）
。
」
こ
の

話
を
も
ち
出
し
て
、
あ
る
僧
が
安
国
に
問
う
た
、
「
全
部
認
め
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
そ
む
く
こ
と
に
な

る
の
で
す
か
？
」
安
国
、
「
金
の
屑
は
貴
い
の
だ
け
れ
ど
も
（
金
屑
雖
貴
）
、
（
眼
に
落
ち
て
翳
を
成

す
）
。
」
（
同
二
九
八
頁
。
上
記
の
書
に
よ
る
）
。

辜
負
は
そ
む
く
こ
と
。

こ

ふ

十
二

洞
山
へ
の
住
持
。
新
豊
山
と
洞
山
は
同
じ
場
所
＝
大
中
六
年
（
八
五
二
）
の
良
价
の
四
十
六
歳
の

時
に
新
豊
洞
に
入
る
か
。
会
昌
年
間
（
八
四
一
～
八
四
六
）
に
つ
づ
く
大
中
年
間
（
八
四
七
～
八
六
〇
）
。

咸
通
中
（
八
六
〇
～
八
七
四
）
の
意
味
す
る
も
の
。

祖

止
大
中
末
間
（
～
八
六
〇
）
、
住
于
新
豊
山
、
大
弘
禅
要
。

宋

大
中
末
、
於
斯(

新)

豊
山
、
大
行
禅
法
。
後
盛
化
予
章
高
安
洞
山
。
今
筠
州
也
。

景

師
在
泐
潭
、
見
初
上
座
。
（
中
略
）
師
至
唐
大
中
末
、
於
新
豊
山
、
接
誘
学
徒
。
厥
後
盛
化
予
章

高
安
之
洞
山
。
〈
今
筠
州
也
〉

洞

筠
之
望
山
曰
、
新
豊
洞
。
有
仏
刹
曰
、
普
利
禅
院
。
唐
咸
通
中
（
八
六
〇
～
八
七
四
）
、
悟
本
大
師
、

始
翦
荊
而
居
之
。
…
…

儀
南
至
高
安
之
所
豊
洞
。
邑
豪
雷
衡
之
山
也
。
見
其
泉
石
幽
奇
、
乃
曰
、
此

新

大
乗
所
居
之
地
。
言
於
雷
氏
、
雷
氏
施
之
。
初
山
多
虵
虎
、
師
庵
居
一
宿
、
蛇
虎
尽
去
、
至
今
山
無
虎

焉
。
留
居
十
八
年
、
名
声

四
伝
、
来
学
者
、
五
百
余
衆
、
坐
談
立
悟
、
虚
来
実
去
者
、
不
可
勝
数
。

名
聞
京
師
。
天
子
賜
咸
通
広
福
寺
額
并
一
鍾
焉
。
＊

洞
山
示
寂
の
八
六
九
年
か
ら
「
十
八
」
年
は
、

八
五
二
年
と
な
る
。

十
三

「
仏
向
上
事
」
の
道
、
（
洞
山
）
大
師
そ
の
本
祖
な
り
。
（
『
洞
山
』
二
〇
三
頁
参
照
）

大
師
、
有
る
時
、
衆
に
示
し
て
云
く
、
「
仏
向
上
の
事
を
体
得
し
て
、
方
め
て
些
子
の
語
話
の
分
有

は
じ

さ

し

り
」
。
（
岩
波
文
庫
本
二
―
一
二
八
頁
）

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

洞
山
大
師
は
あ
る
時
、
修
行
者
に
示
さ
れ
た
、
「
仏
の
向
上
の
本
質
を
ま
る
ご
と
つ
か
み
取
っ
て
、
始

う

え

め
て
い
さ
さ
か
の
説
法
を
す
る
資
格
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
」
。

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
説
法
す
る
資
格
は
、
大
悟
が
必
要
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
過
水
偈
」
は
大
悟

を
言
語
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
仏
向
上
事
」
と
は
、
私
は
し
ば
し
ば
「
さ
と
り
に
お
さ
ま
り
か
え
ら

ぬ
こ
と
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
道
元
禅
師
は
も
の
の
見
事
に
「
仏
向
上
事
」
を
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。
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い
は
ゆ
る
仏
向
上
事
と
い
ふ
は
、
仏
に
い
た
り
て
、
す
す
み
て
さ
ら
に
仏
を
み
る
な
り
。
（
水
野
弥
穂

子
本
―
一
四
四
頁
）
（
『
〈
道
元
禅
師
〉
正
法
眼
蔵
行
持
に
学
ぶ
』
に
よ
る
）

十
四

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
二
二
五
則
「
洞
山
寒
熱
不
到
」
。
出
典
は
『
宏
智
録
』
巻
四
等
。

あ
る
僧
が
洞
山
に
問
う
た
、
「
今
日
は
こ
ん
な
に
暑
い
の
で
す
が
、
ど
こ
に
の
が
れ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
」
。
洞
山
、
「
寒
暑
の
な
い
と
こ
ろ
に
の
が
れ
た
ら
よ
い
」
。
僧
、
「
ど
う
い
う
の
が
、
寒
暑
の
な
い

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
」
。
洞
山
、
「
寒
い
時
は
あ
な
た
を
と
こ
と
ん
冷
え
上
が
ら
せ
れ
ば
い
い
し
、
暑
い

と
き
は
、
あ
な
た
を
む
し
上
げ
れ
ば
よ
い
（
寒
時
寒
殺
闍
梨
、
熱
時
熱
殺
闍
梨
）
」
。
（
『
中
国
禅
宗
史

話
』
に
よ
る
）

十
五

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
五
五
則
「
洞
山
那
身
説
法
」
。
出
典
は
『
統
要
集
』
巻
七
。
（
『
洞
山
』
一

七
七
頁
参
照
）
（
＊
殺
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
意
味
を
強
め
る
）

（
イ
）
あ
る
僧
が
洞
山
に
問
う
た
、
「
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
の
う
ち
、
ど
の
身
が
法
を
説
き
ま
す

か
」
。
洞
山
、
「
わ
た
し
は
、
い
つ
も
そ
の
こ
と
に
切
迫
し
て
い
る
（
吾
常
於
此
切
）
」
。
僧
は
後
に
曹

山
に
問
う
た
、
「
洞
山
和
尚
が
、
『
わ
た
し
は
、
い
つ
も
そ
の
こ
と
に
切
迫
し
て
い
る
』
と
い
わ
れ
た
の

は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
」
。
曹
山
、
「
わ
た
し
の
首
が
ほ
し
け
れ
ば
、
切
り
取
っ
て
い
け
（
要
頭
斫

将
去
）
」
。
ま
た
、
僧
は
雪
峰
に
も
問
う
た
。
雪
峰
は
拄
杖
で
真
正
面
か
ら
た
た
い
て
言
っ
た
、
「
わ
た

し
だ
っ
て
洞
山
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
」
。

（
ロ
）
『
正
法
眼
蔵
神
通
』

不
染
汚
と
い
ふ
は
、
平
常
心
な
り
、
吾
常
於
此
切
な
り
。

（
ハ
）
『
正
法
眼
蔵
神
通
抄
』

平
常
心
と
云
う
、
仏
法
心
也
。
平
常
心
と
云
へ
ば
と
て
、
世
間
の
よ
の
つ
ね
の
心
に
は
あ
ら
ず
。
吾
常
於

此
切
と
云
う
。
た
と
え
ば
上
の
平
常
心
の
心
な
り
。
切
は
親
切
之
義
也
。

何

の
所
に
て
も
親
切
な
る
を
、

い
ず
れ

吾
常
於
此
切
と
と
く
。
こ
こ
に
は
仏
道
に
切
な
る
な
り
。
（
『
註
解
全
書

巻
三
』
六
五
二
頁
に
よ
る
）

十
六

世
の
中
で
最
も
苦
な
る
も
の
（
『
伝
燈
録
』
巻
一
五
「
洞
山
良
价
章
」
。
『
洞
山
』
一
六
二
頁
参

照
。
『
祖
堂
集
』
巻
五
「
雲
巌
曇
晟
章
」
に
よ
る
と
、
雲
巌
曇
晟
の
語
と
す
る
）

洞
山
、
僧
に
問
う
、
「
世
間
で
何
が
最
も
苦
か
？
（
世
間
何
物
最
苦
）
。
僧
、
「
地
獄
が
最
も
苦
で

す
」
。
洞
山
、
「
そ
う
で
は
な
い
」
。
僧
、
「
和
尚
さ
ん
の
考
え
は
？
（
師
意
如
何
）
」
。
洞
山
、
「
こ

の
身
に
つ
け
た
袈
裟
の
下
で
、
大
事
を
明
ら
め
な
い
こ
と
、
そ
れ
を
最
も
苦
と
い
う
の
だ
（
在
衣
線
下
、

不
明
大
事
、
是
名
最
苦
）
」
。

十
七

洞
山
の
最
後
＝
愚
痴
斎
（
『
祖
堂
集
』
巻
六
）
（
『
洞
山
』
八
二
頁
参
照
）

洞
山
は
、
咸
通
十
年
の
己
丑
歲
（
八
六
九
）
の
三
月
一
日
、
剃
髮
し
、
袈
裟
を
着
け
、
鍾
を
撃
た
せ
て
、
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儼
然
と
し
て
往
生
し
た
。
大
衆
は
声
を
出
し
て
泣
い
た
。
洞
山
は
ふ
た
た
び
目
を
開
い
て
言
っ
た
、
「
そ

も
そ
も
出
家
し
た
も
の
が
、
心
に
と
ら
わ
れ
も
の
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
本
当
の
修
行
と
い
う
も

の
で
、
ど
う
し
て
悲
し
ん
だ
り
、
な
ご
り
惜
し
む
こ
と
が
有
っ
て
よ
か
ろ
う
？
（
夫
出
家
児
心
不
依
物
是

真
修
行
、
何
有
悲
恋
）
」
。
そ
こ
で
監
院
（
主
事
僧
）
を
呼
ん
で
、
愚
痴
斎
を
準
備
さ
せ
た
。
施
主
は
敬

い
し
た
い
、
だ
ん
だ
ん
斎
筵
も
の
び
て
、
七
日
目
に
な
っ
て
完
備
し
た
。
洞
山
も
少
し
と
っ
た
。
最
後
の

日
と
な
っ
て
言
っ
た
、
「
出
家
者
達
よ
。
何
と
が
さ
つ
に
し
て
、
わ
た
し
が
往
生
せ
ん
と
す
る
時
に
、
け

た
た
ま
し
い
さ
わ
ぎ
方
な
の
だ
（
何
太
麁
率
、
臨
行
之
際
、
喧
慟
如
斯
）
。
」
八
日
に
な
っ
て
、
入
浴
し

て
、
浴
が
終
わ
る
と
、
端
坐
正
身
し
て
示
寂
し
た
。
（
中
華
書
局
本

上
三
一
二
頁
。
同
書
に
よ
る
）

十
八

「
正
偏
五
位
頌
」
（
『
中
国
禅
宗
史
話
』
・
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
に
よ
る
）
。
『
洞
山
』
に

「
洞
山
良
价
の
禅
風
と
い
え
ば
、
後
世
に
は
一
般
に
「
五
位
」
と
呼
ば
れ
る
哲
学
的
な
思
想
体
系
を
特
徴

と
す
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
そ
う
し
た
傾
向
の
教
え
が
あ
る
こ
と
は
認
め
て
も
よ
い
。

だ
が
、
洞
山
の
思
想
禅
風
は
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
「
五
位
」
は
一
面
的
な
特
徴
だ
と
筆
者
は

考
え
て
い
る
」
（
九
頁
）
と
あ
る
。
平
田
精
耕
訳
「
洞
上
五
位
頌
」
（
『
禅
家
語
録

Ⅱ
』
所
収
、
筑
摩
書

房
、
一
九
七
四
年
二
月
）
参
照
。
（
『
洞
山
』
一
九
二
頁
参
照
）

さ
と
り
の
中
の
自
己
は
（
正
中
偏
）
、

真
夜
中
の
月
の
明
か
り
の
さ
す
以
前
（
三
更
初
夜
月
明
前
）
。

渠
と
出
会
っ
て
見
分
け
の
つ
か
な
い
の
を
変
と
思
う
な
（
莫
恠
相
逢
不
相
識
）
、

ま
ざ
ま
ざ
と
な
お
思
う
、
昔
は
渠
を
疎
遠
に
し
て
い
た
こ
と
を
（
隠
隠
猶
懐
昔
日
嫌
）
。

自
己
の
中
の
さ
と
り
は
（
偏
中
正
）
、

寝
す
ご
し
た
老
婆
が
古
鏡
に
向
か
っ
て
（
失
曉
老
婆
逢
古
鏡
）
。

は
っ
き
り
と
映
っ
て
い
る
顏
に
め
が
け
て
自
己
を
知
る
（
分
明
覿
面
更
無
他
）
、

自
己
の
顏
を
見
失
っ
て
さ
ら
に
影
を
追
っ
て
は
な
ら
ぬ
（
休
更
迷
頭
猶
認
影
）
。

さ
と
り
の
中
よ
り
来
た
人
は
（
正
中
来
）
、

空
の
中
に
路
が
あ
り
、
煩
悩
を
離
れ
て
い
る
（
無
中
有
路
出
塵
埃
）
。

く
うも

し
今
上
皇
帝
の
諱
に
触
れ
さ
え
し
な
け
ば
（
但
能
不
触
当
今
諱
）
、

舌
を
切
ら
れ
た
昔
の
才
人
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
也
勝
前
朝
断
舌
才
）
。

自
己
の
中
に
あ
る
人
は
（
偏
中
至
）
、

二
本
の
刃
が
、
切
っ
先
を
触
れ
合
う
と
、
回
避
が
必
要
だ
（
両
刃
交
鋒
要
回
避
）
。

み
ご
と
な
剣
の
使
い
手
は
ま
さ
に
火
の
中
の
蓮
花
の
よ
う
だ
（
好
手
還
同
火
裏
蓮
）
、

さ
な
が
ら
に
天
に
突
き
入
る
元
気
が
有
る
ご
と
く
（
宛
然
自
有
冲
天
気
）
。

さ
と
り
と
自
己
が
一
枚
と
な
る
と
（
兼
中
到
）
、

有
に
も
無
に
も
落
つ
る
こ
と
な
く
、
誰
が
一
体
和
し
う
る
も
の
か
（
不
落
有
無
誰
敢
和
）
。

一
人
一
人
が
み
な
迷
い
の
世
界
を
出
よ
う
と
望
む
が
（
人
人
尽
欲
出
常
流
）
、

両
者
を
和
合
す
れ
ば
、
結
局
、
地
獄
の
真
只
中
に
落
ち
つ
く
だ
け
だ
（
折
合
終
帰
炭
裏
坐
）
。

十
九

『
宝
鏡
三
昧
』
（
四
字×

九
四
字
）
（
『
禅
林
僧
宝
伝
』
「
曹
山
耽
章
伝
」
所
収
）
。
柳
田
聖
山
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編
『
禅
と
文
化

資
料
篇
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。
鏡
島
元
隆
訳
「
洞

山
宝
鏡
三
昧
」
（
『
禅
家
語
録

Ⅱ
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
二
月
）
参
照
。
（
『
洞
山
』
二
八

〇
～
二
九
一
頁
）
参
照
）
。

「
宝
鏡
三
昧
」
、
そ
の
こ
と
ば
。
〈
宝
鏡
三
昧
。
其
詞
曰
。
〉

如
是
の
教
え
を
、
仏
祖
は
、
み
ず
か
ら
付
嘱
さ
れ
た
。
そ
な
た
は
今
、
そ
れ
を
手
に
い
れ
る
、
よ
く
よ
く
、

大
事
に
す
る
こ
と
だ
。
〈
如
是
之
法
、
仏
祖
密
付
。
汝
今
得
之
、
其
善
保
護
〉
。

に
よ

ぜ

宜

銀
の
盃
に
、
白
雪
を
も
る
、
月
光
が
、
白
鷺
の
姿
を
、
隠
し
て
し
ま
う
よ
う
に
。
同
じ
か
と
お
も
え
ば
、

一
つ
で
な
い
が
、
ま
と
ま
る
ほ
ど
に
、
あ
り
よ
う
が
知
れ
る
。
〈
銀
盌
盛
雪
、
明
月
蔵
鷺
。
類
之
弗
斉
、

混
則
知
処
〉
。

胸
の
お
も
い
は
、
言
葉
通
り
で
な
い
が
、
相
手
が
く
れ
ば
、
出
て
ゆ
く
こ
と
も
あ
る
。
や
や
も
す
れ
ば
、

寝
ぐ
ら
に
こ
も
り
、
す
れ
ち
が
っ
て
、
ふ
り
む
く
の
が
オ
チ
だ
。
〈

意

不
在
言
、
来
機
亦
赴
。
動
成
窠
臼
、

こ
こ
ろ

差
落
顧
佇
〉
。

こ

ち

よ

逃
げ
て
も
、
さ
か
ら
っ
て
も
、
ダ
メ
で
あ
る
、
あ
た
か
も
、
烈
火
の
か
た
ま
り
だ
も
の
。
も
し
も
、
色
好

い
目
が
見
え
た
ら
、
も
う
す
で
に
、
汚
染
が
っ
ぷ
り
だ
。
〈
背
觸
俱
非
、
如
大
火
聚
。
但

形

文
彩
、
即

あ
ら
わ
セ
バ

属
染
汚
〉
。

ぜ

ん

な

真
夜
中
に
こ
そ
、
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
、
夜
が
あ
け
て
、
影
も
み
せ
な
い
。
生
き
も
の
の
手
本
と
な
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
苦
悩
を
ぬ
き
と
ろ
う
。
〈
夜
半
正
明
、
天
曉
不
露
。
為
物
作
則
、
用
抜
諸
苦
〉
。

の
り

あ
て
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
何
も
言
わ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
あ
た
か
も
、
神
鏡
を
の
ぞ
く
よ
う
に
、

我
と
影
と
が
、
互
い
に
み
て
い
る
。
〈
雖
非
有
為
、
不
是
無
語
。
如
臨
宝
鏡
、
形
影
相
覩
〉
。

君
は
決
し
て
、
そ
の
人
で
は
な
い
が
、
そ
の
人
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
君
だ
。
た
と
え
ば
、
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ん
ぼ
う
だ
、
五
体
み
ご
と
に
揃
っ
て
い
る
。
〈
汝
不
是
渠
、
渠
正
是
汝
。
如
世
嬰
児
、
五
相
完

か
れ

よ

う

に

具
〉
。

過
ぎ
去
り
も
せ
ず
、
未
来
を
ま
つ
こ
と
も
な
く
、
起
ち
あ
が
ら
ず
、
そ
こ
に
止
る
こ
と
も
し
な
い
。
バ
ァ

バ
ァ
ア
、
ウ
ァ
ア
、
ウ
ァ
ア
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
何
も
言
っ
て
い
な
い
の
か
。
〈
不
去
不
来
、
不

起
不
住
。
婆
婆
和
和
、
有
句
無
句
〉
。

さ
い
ご
に
必
ず
、
物
を
把
む
の
は
、
言
葉
が
今
は
、
ま
と
も
で
な
い
た
め
だ
。
重
離
の
卦
の
、
六
本
の
爻こ

う

は
、
偏
（
か
た
よ
り
）
と
正
（
ひ
ろ
が
り
）
と
が
、
互
い
に
い
り
く
ん
で
い
る
。
〈

終

必
得
物
、
語
未
正

つ
い
ニ

不

故
。
重
離
六
爻
、
偏
正
回
互
〉
。

二
本
づ
つ
重
ね
る
と
、
三
つ
に
な
り
、
順
番
を
ど
れ
ほ
ど
変
え
て
も
、
五
つ
を
出
な
い
。
あ
た
か
も
、
荎

草
（
め
ど
き
ぐ
さ
）
の
五
味
の
よ
う
に
、
そ
し
て
、
仁
王
の
杵
の
よ
う
に
。
〈
疊
而
為
三
、
変
尽
成
五
。

如
荎
草
味
、
如
金
剛
杵
〉
。

ち

そ

う

正
位
の
う
ち
に
、
巧
み
に
か
か
え
こ
み
、
楽
器
に
あ
わ
せ
て
、
歌
っ
て
き
か
せ
る
。
根
本
に
か
な
い
、
途

中
に
徹
し
て
、
帯
を
か
か
え
、
路
を
か
か
え
る
。
〈
正
中
妙
挾
、
敲
唱

双

挙
。
通
宗
通
塗
、
挾
帯
挾
路
〉
。

な
ら
ビ

敬
い
慎
め
、
さ
す
れ
ば
吉
だ
、
ゆ
め
ゆ
め
、
さ
か
ら
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
天
真
爛
漫
、
そ
の
ま
ま
、
お
み
ご

と
、
迷
っ
て
悟
る
手
間
は
い
ら
な
い
。
〈
錯
然

則

吉
、
不
可
犯
忤
。
天
真
而
妙
、
不
属
迷
悟
〉
。

と
き
ン
バ

時
節
因
縁
、
た
が
え
ず
に
、
ひ
っ
そ
り
閑
と
あ
ら
わ
し
つ
く
す
。
小
は
隙
間
の
な
い
と
こ
ろ
に
入
り
、
大

か
ん

は
、
途
方
も
な
く
大
き
い
。
〈
因
縁
時
節
、
寂
然
昭

著
。
細
入
無
間
、
大
絶
方
所
〉
。

し
よ
う
ち
よ
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卯

の
毛
ひ
と
す
じ
、
ま
ち
が
え
ば
、
た
ち
ま
ち
、
調
子
が
狂
っ
て
し
ま
う
。
世
に
頓
教
あ
り
、
漸
教
が
あ

う
さ
ぎ

る
、
相
手
に
対
し
て
、
宗
旨
を
立
て
る
の
だ
。
〈
毫
忽
之

差

、
不
応
律
呂
。
今
有
頓
漸
、

縁

立
宗
趣
〉
。

た
が
い

よ
ツ
テ

宗
旨
が
分
れ
た
、
そ
の
と
た
ん
、
す
で
に
も
う
、
機
械
で
あ
る
。
宗
が
ゆ
き
つ
き
、
旨
を
つ
く
し
て
も
、

真
常
流
注
（
真
実
と
い
う
ぐ
ら
つ
き
）
は
免
れ
ま
い
。
〈
宗
趣
分
矣
、
即
是
規
矩
。
宗
通
趣
極
、
真
常
流

注
〉
。

外
側
は
ひ
っ
そ
り
、
内
部
は
ぐ
ら
ぐ
ら
、
つ
な
が
れ
た
馬
、
身
を
ひ
そ
め
る
鼠
だ
。
古
聖
は
、
そ
れ
を
気

の
毒
が
っ
て
、
仏
法
の
布
施
を
お
つ
く
り
な
さ
れ
た
。
〈
外
寂
中

揺

、
係
駒
伏
鼠
。
先
聖
悲
之
、
為
法
檀

ほ
か

う
ち
う
ご
ク
ハ

度
〉
。

人
々
の
錯
倒
に
つ
い
て
ゆ
き
、
黒
い
汚
れ
を
白
に
も
ど
す
。
人
々
は
、
錯
倒
の
思
い
が
消
え
、
肯
心
み
づ

か
ら
許
す
の
で
あ
る
。
〈
随
其
顛
倒
、
以
緇
為
素
。
顛
倒
想
滅
、
肯
心

自

許
〉
。

み
じ
か
ラ

よ
く
よ
く
、
古
人
の
徹
に
あ
わ
せ
、
と
く
と
、
前
車
の
行
方
を
観
察
せ
よ
。
古
仏
は
、
今
に
も
成
道
し
よ

う
と
し
て
、
十
劫
も
の
長
い
あ
い
だ
、
悟
り
の
樹
を
観
じ
て
い
ら
れ
た
。
〈
要
合
古
轍
、
請
観
前
古
。
仏

道

垂

成
、
十
劫
観
樹
〉
。

な
ん
な
ん
ト
シ
テ

猛
虎
の
耳
に
は
、
裂
け
目
が
あ
り
、
駿
馬
の
足
に
は
、
白
い
光
が
あ
る
。
劣
等
感
に
悩
む
人
々
に
は
、
宝

玉
の
机
、
珍
貴
な
衣
服
。
〈
如
虎
之

缺

、
如
馬
之
馵
。
以
有
下
劣
、
宝
几
珍
御
〉
。

か
ケ
タ
ル

よ
め

人
々
を
こ
わ
が
る
生
き
も
の
に
は
、
猫
や
牛
と
な
っ
て
み
せ
る
。
羿
と
い
う
、
弓
の
名
手
は
、
百
歩
へ
だ

げ
い

て
て
、
的
を
い
ぬ
い
た
。
〈
以
有
驚
異
、
黧
奴
白
牯
。
羿
以
巧

力
、
射
中
百
步
〉
。

ぎ
よ
う
り
き

前
の
矢
と
後
の
矢
が
、
ま
っ
す
ぐ
一
つ
に
連
続
す
る
の
に
、
人
の
技
術
は
、
何
の
関
わ
り
も
な
い
。
木
の

人
形
が
、
歌
う
や
い
な
や
、
石
の
地
蔵
が
、
起
ち
あ
が
っ
て
舞
う
。
〈
箭
鋒
相
直
、
巧
力
何
預
。
木
人

値

方

歌
、
石
児
起
舞
〉
。

ま
さ
ニ

女

感
性
や
認
識
の
と
ど
か
ぬ
世
界
に
、
ど
ん
な
分
別
の
入
り
こ
む
余
地
が
あ
ろ
う
。
臣
は
、
君
を
い
た
だ
き
、

子
は
、
父
に
つ
か
え
る
。
〈
非
情
識
到
、
寧
容
思
慮
。
臣
奉
於
君
、
子
順
於
父
〉
。

つ
か
え
ね
ば
、
孝
と
は
い
え
ず
、
い
た
だ
か
ね
ば
、
忠
と
は
い
え
な
い
。
人
知
れ
ず
苦
労
し
、
事
細
か
に

気
を
つ
か
っ
て
、
愚
者
と
叱
ら
れ
、
ま
ぬ
け
と
の
の
し
ら
れ
る
。
〈
不
順
非
孝
、
不
奉
非
輔
。
潜
行
密
用
、

如
愚
若
魯
〉
。

そ
れ
が
、
相
続
で
き
て
こ
そ
。
主
中
の
主
と
も
、
よ
べ
よ
う
ぞ
。
〈
但
能
相
続
、
名
主
中
主
〉
。

た
ダ

二
十

書
評
：
椎
名
宏
雄
著
『
や
さ
し
く
読
む
参
同
契
・
宝
鏡
三
昧
』
（
『
仏
教
タ
イ
ム
ズ
』
、
二
〇
一

八
年
十
月
十
一
日
）
。

著
者
の
椎
名
宏
雄
先
生
は
、
今
年
の
は
じ
め
に
一
人
で
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
全
十
二
巻
を
、
臨

川
書
店
よ
り
編
集
刊
行
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
世
界
の
中
国
禅
籍
の
研
究
者
で
、
先
生
の
右
に

出
る
人
は
ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
本
書
の
『
参
同
契
』
と
『
宝
鏡
三
昧
』
に
つ
い
て
も
、
専
門
的
な
研

究
が
既
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
『
参
同
契
』
と
『
宝
鏡
三
昧
』
は
、
日
本
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
毎
朝
、
「
仏

祖
諷
経
」
で
読
誦
さ
れ
、
開
山
忌
・
先
住
忌
な
ど
で
読
誦
さ
れ
ま
す
か
ら
、
耳
で
聞
い
た
方
も
大
勢
お
ら

れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
内
容
は
難
し
い
面
も
多
く
、
そ
こ
で
題
名
に
も
あ
る
よ
う
に
「
や
さ

し
く
読
む
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
を
お
い
て
解
説
し
た
も
の
で
す
。
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『
参
同
契
』
と
『
宝
鏡
三
昧
』
は
、
石
頭
希
遷
（
七
〇
〇
～
七
九
〇
）
と
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
八
六

九
）
の
著
で
す
が
、
中
国
で
最
も
禅
宗
の
盛
ん
な
時
代
で
す
か
ら
、
本
書
を
読
む
と
、
多
く
の
箇
所
で
中

国
の
禅
宗
の
歴
史
も
同
時
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
前
著
が
五
言×

四
四
句
、
後
著
が
四
言×

九
四
句
の
偈
頌
で
で
き
て
い
ま
す
か
ら
、
禅
宗
に
お
け
る
偈
頌
作
品
の
歴
史
が
概
観
で
き
る
と
同
時
に
、

唐
代
詩
人
と
禅
者
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
解
説
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容
の
解
説
の
一
つ
の
特
色
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
参
同
契
』
の
「
明
」
と
「
暗
」
の
説
を
説
明
し
て
、
夏
目
漱
石
の
『
明
暗
』
に
つ
い
て
、
「
明
暗
」

の
語
が
『
碧
巌
録
』
第
五
一
則
の
「
明
暗
双
双
底
」
の
語
か
ら
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
『
碧
巌
録
』
の
）
そ
の
意
味
は
、
「
判
断
で
き
て
言
葉
で
い
い
表
せ
る
個
別
の
現
象
界
と
、
判
断
で

き
ず
言
葉
を
こ
え
た
絶
対
平
等
の
真
理
世
界
が
、
た
が
い
に
一
つ
に
と
け
合
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味

で
し
た
。
す
る
と
、
そ
れ
は
タ
イ
ト
ル
『
参
同
契
』
と
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
『
宝
鏡
三
昧
』
の
「
夜
半
正
明
、
天
暁
不
露
（
夜
ま
っ
暗
な
と
こ
ろ
で
は
は
っ

き
り
し
、
夜
が
明
る
む
と
見
え
な
く
な
る
）
」
が
、
『
参
同
契
』
か
ら
の
影
響
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
千
葉
県
の
龍
泉
院
の
住
職
で
も
あ
り
ま
す
が
、
僧
堂
を
建
立
し
、
参
禅
会
を
定
期
的
に
行
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
布
教
に
力
を
抜
く
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
「
礼
拝
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語

り
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
結
び
と
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
無
心
に
両
手
を
合
わ
せ
、
深
々
と
腰
を
折
っ
て
頭
を
下
げ
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
そ
の
時

に
〝
仏
法
〟
は
現
わ
れ
出
る
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
檀
信
徒
の
方
々
に
、
常
に
礼
拝
は
信
仰

の
第
一
歩
で
、
し
か
も
最
も
奥
深
い
大
切
な
行
で
あ
る
こ
と
を
申
し
、
い
っ
し
ょ
に
礼
拝
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
大
法
輪
閣
出
版
、
全
二
二
一
頁
。
定
価
：
一
八
〇
〇
円
（
税
別
）
）


